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第第1515 災害・事故への対応災害・事故への対応

(1) 主な災害の発生状況

令和４年12月22日から23日にかけて、低気圧の影響により、全道で最大風速が20メートル

を超える非常に強い風を観測したほか、オホーツク地方で暴風雪や大雪などに見舞われ、紋

別市で送電線の鉄塔倒壊等による大規模な停電が発生し、市民の生活に大きな影響を及ぼし

ました。

北海道警察では、警察本部、方面本部及び関係警察署にそれぞれ災害警備本部等を設置し、

被害情報の収集やスタック車両からの救助、信号滅灯交差点における交通整理等の災害警備

活動を実施しました。

(2) 災害警備訓練の実施

令和４年10月、大規模災害の発生に備え、新ひだか町において防災関係機関（新ひだか町、

陸上自衛隊、日高中部消防組合、日本自動車連盟北海道本部）及び協定締結期間（（株）KDDI)

と合同による災害警備訓練を行い、救出救助技術の向上と防災関係機関との連携強化を図り

ました。

【訓練の実施状況】

また、令和５年２月、北海道警察学校グラウンド等において、厳寒期における大規模災害

を想定し、救出救助活動の中核となる北海道警察広域緊急援助隊及び青森県警察、宮城県警

察の広域緊急援助隊と合同による「北海道警察冬期災害警備訓練」を行い、厳寒期における

災害対処能力の向上と部隊間の連携強化を図りました。
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【雪崩埋没車両等捜索訓練】 【負傷者搬送訓練】

(1) 水難

北海道は周囲を海に囲まれ、内陸には多くの河川や湖沼があることから、毎年、海や川等

における水難が発生しています。

令和４年中に北海道警察が認知した水難は43件で、前年と比べて19件減少し、そのうち海

での水難は29件と水難全体の約67％を占めています。

水難者数は56人で、前年と比べて22人減少しておりますが、道内における水難の発生状況

は依然として高い水準で推移している状況にあります。北海道警察では、管内における危険

箇所等の実態を調査し、関係機関や管理者等に対する水難防止対策を働き掛けたり、関係機

関等との合同による水難救助訓練を実施しています。

また、海水浴シーズンには、遊泳客の多い海水浴場に臨時警備派出所等を開設したり、警

察船舶やヘリコプターによるパトロールを実施しています。

70
54 51

62
73

51 45 41
62

43

0
10
20
30
40
50
60
70
80

２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 元年 ２年 ３年 ４年

【水難発生件数】



- 99 -

【水難防止啓発】

(2) 山岳遭難

北海道には、日本百名山に数えられる山が９座（旭岳、利尻山、羅臼岳、斜里岳、雌阿寒岳、

トムラウシ山、幌尻岳、十勝岳、羊蹄山）あるほか、大自然の魅力を感じさせる山が多く、

毎年道内外の登山者でにぎわっている一方で、山岳遭難は高い水準で発生しています。

令和４年中に北海道警察が認知した山岳遭難（山菜採り遭難を除く。）は115件で、前年と

比べて３件減少し、遭難者数は133人で、前年と比べて６人増加しました。遭難の態様別人数

では、「道迷い」が50人（全体の約38％）で一番多く、次に「転倒」19人、「疲労」11人、「滑

落・転落」10人の順となっています。

なお、北海道警察では、平成27年からいわゆるバックカントリースキー（スノーボード）

ブームに伴い、スキー場の管理区域外の山岳地において、スキーやスノーボードによる滑走

を目的に入山し、遭難した事案をバックカントリースキー遭難として山岳遭難の統計に計上

しています。

高水準で推移する山岳遭難に的確に対応するため、平成29年４月、警察本部地域企画課内

に山岳救助係を新設して体制を強化し、山岳遭難防止に関する広報・啓発、山岳遭難救助隊

員に対する教養・訓練、発生事案に対する迅速な救助に向けた活動を行っています。

また、山岳遭難を防止するため、北海道森林管理局と合同で作成した、山岳遭難救助隊の

イメージキャラクターによる啓発ポスターを、各自治体や宿泊施設、スキー場等に配布して、

広く注意喚起を行っています。

北海道警察ホームページ内にある「安全登山情報」では、山岳パトロールで把握した危険

箇所や山岳遭難発生状況等の登山計画策定の参考となる情報も掲載しています。
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【山岳遭難救助訓練】

【山岳遭難救助訓練】 【啓発ポスター】


